


















































































































































































































































































































































 軍隊の一部はストライキに加担し、各所において警官隊に発砲した デモ 暴動の様相を呈し 〝赤旗 を押したてて市中をねりあるき、砲兵工廠や裁判所 監獄などを襲っ 。囚人は解放され 態は収拾がつかなくなっていた。
三月十三日…………





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































佐ヶ谷三ノ二五〇に住み、十二月イクと結婚した。ときに戸坂は三十一歳であった。かれは三年後の昭和九年（一九三四）一月、法政の学校騒動がおこったとき、予科教授一同 ともに辞職し、 （本人いわく、 「私自身も騒動で半分やめ」 ） 、同年八月文学部を思想不穏のかどで免職になった（本人いわく、 「後の半分は右翼新聞の注文で、大学当局が無理にやめさせた」 （ 「免職教授列伝」 ） ） 。その後はもっぱら著述によって生計をたてた。



































































































































筆者には 哲学のよしあし、その卓越性について論ずること で な が かれは少年のころから勉強 よくできる、いわゆる学校秀才であ
ったらしい。京大生の三木を指導した波多野精一は、かれがじ みごとな試験答案を書い ことにおどろいている（ 「三木
　
清君について」 ） 。


















































































































































































































































































































































































































































































三木がこんな人間になったことにじぶんも責任がある、と。三木をよい人間にするために、まごころをもって忠告してみた といっている。三木は問題の金をもらっていない、と西田にいったで ろうが、西田は信じなかった。この先生は他人 た し きわめ 寛容であっ が、虚
きょ
偽ぎ
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洋書ではアウグスティヌス（三五四～四三〇） 、ライプニッツ（一六四六～一七一六） 、カント（一七二四～一八〇四） 、シュライエルマハー
（一七六八～一八三四） 、ヘーゲル（一七七〇～一八三一） 、ランケ（一七九五～一八八六） 、ブレンターノ（一八三八～一九一七） 、ヴィンデルバント（一八四八～一九一五） 、ジンメル（一八五八～一九一八） 、ランブレヒト（一八五六～一九一五） 、リッケルト（一八六三～一九三六） 、トレルチュ（一八六五～一九二三）などを繙読し、必要な書物は西田に注文してもらった。
西洋哲学を勉強するにはキリスト教とギリシャ哲学は必須であると教えたのは、波多野精一教授であった。その影響もあって三木は、ギリシャ







することができた。たとえば、英貨一ポンド 千マルク以上 もなったし、五ポンド 銀行で換えると、ポケットに入れきれないほどの紙幣をくれるので、
M マッペ
appe （書類カバン）が必要だった。日本の十円紙幣が、ドイツでは百三十マルクで交換でき、外国為替のおかげで、思う存分本を買
うことができた（ 「読書遍歴」 ） 。
一方、一般市民は、物価の騰貴にくるしめられ、週一回の肉さえ食べられず、たいていの人は黒パンとじゃがいもでかろうじて飢をしのいでい
た。ふだん人が相寄ったとき、よく聞かれることばは
 t トイアーeur! s シュレックリヒchrecklich t トイアーeur! （ 「物が高い！おそろしく高い！」 ）であったし、あるドイツ人は
 
D ドイチュラント




























北帝大教授。西南ドイツ学派の思想を日本に伝えた）……用書は不明。三木はヘリゲルからエミル・ラスク（一八七五～一九一五、ドイツの哲学者）の哲学を学んだ。三木はヘリゲルのゼミでベルンハルト・ボルツァーノ（一七八一～一八四八、チェコの数学者・哲学者・神学者）について報告し、のちそれに筆をくわえ、 『思想』に発表した。大正十二年（一九二 ）夏のゼミで「論 ハイデルベルクは、ドイツでいちばん古い総合大学がある所である。ドイツ南西部
―
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 三木は羽仁五郎といっしょにヘーゲルの『精神現象学』をよんでもらった。グロックネルは、後年、ブ ウ シュヴァイク工科大教授になった。
カルル・マンハイム（一八九三～一九四七、ドイツの社会学者）

























マールブルクに着くと、ハイデッガーの門をたたいた。アリストテレスの研究を勧められ、ハンス・ゲオルク・ガダマ（一九〇〇～二〇〇二、ドイツの哲学者。のちハイデルベルク大教授）というドクトルを紹介され、その家でアリストテレスの『形而上学』と『ニコマコス倫理学』の抄録（？）をよんでもらった。後年、三木は法政の演習のとき、 『ニコマコ 倫理学』を教材に使っている。ハイデッ ーのゼミでは、アリストテレスの『自然学』 、エトムント・フッサ ル（一八五九～一九三八、当時フライブルク大教授）の『論理学研究』をテキストに使った。
［講義］
　







































三木の遺訓。三木は哲学の仲間に、せん越なことをいっていた。哲学を専攻する者は、何でも原書でよむけいこをしておかねばならぬ、と（ 「読書遍歴」 ） 。
































本をよごさなかったのは、じぶん 本が他日だれかに使われることを考え、なるべくきれいに保存しておき かった らである（ 「私の読書法」 ） 。三木は原典主義であ 。解説書（手引書）や参考書をよむこと 必要性をみとめては たが 本質的には、原典（も の書物）を中心とし、
これをたよりとせねばならぬと考えた。原典はも とも信頼に足る書物であった。




















 外国文献からの引用が、しばしば要約めいたものであり、どの本の何頁というかたちになっていない。つまり典拠があいまいである（小林敏明著『西田幾太郎の憂鬱』 、岩波書店、一二九頁） 。
一
　

















































谷川徹三が京大の哲学科にはいった は大正七年（一九一八） ことで が、大学に入ってみて多くの講義に失望し、だんだん教室から遠ざ
かるようになった。西田の特殊講義（ベルグソンの『創造的進化』を英訳でよむもの）すら、 「だんだん まけるようになった」と、のべている。いわゆ 原文をよんで訳すだけの授業にがっかりしたということか 谷川徹三『自伝抄』中央公論、昭和
64・４、三九頁） 。























































































































































































なかった。戸坂は栄養失調とかいせんによる急性の腎臓炎によって 酷熱の病棟でひとりさみしく逝 のである。享年四十六であった。長崎に原爆が投下される八月九日のこ であった。

























昭和初期、 『東京朝日新聞』が報じる法政大学の教育方針は、人格主義の薫陶だと い、外来 にうごかされ、軽 ずみな行動に出 り、偏
見に失したりすることがないよう、かたく ましめているという（昭和３・３・６付） 。
































































学につとめるある年配の教師が、法政にくると大学らしい感じがするといってよろこんでいた。勤め先は、専制的な会社みたいな、かなりひどい学校らしかった。そのような学校に比べると、本学 どは、学的業績にお てはもち ん、新聞雑誌からテレビにいたるまでマスコミの世界で活躍している顔が多数おり、 ほどうらやましい学校に写ったようである。
戦前の法政の学生数は、ひじょうに少なく、少数精鋭の授業をうけることのできたよき時代であった。まことにうらやましいかぎりである。戦
後は大学の規模が大きくなり、マス教育の時代に突入した。学生が くさん来てくれないかぎり、私学の経営は成りたたないのである。巨鯨がイワシの大群を み込み、それをすぐ吐き出すように、毎年大勢の入学者をむかえ、また入ってきただけの 生が社会にでてゆく。
マス教育は、きめの細かい教育をほどこすことができぬ欠点はあるが、学習意欲 ある学生は、学校や教師にたよらず、みずから率先して勉強
する。当局者はすこしでも学校をよくしたいと思って、いろいろ改革に手をそめる。学部の人事において、著名な教師 マスコミで売れている者をパリのキオスクの広告とおなじにみな 、専任教員として採用する。が、じっさいは見かけだおし（外観はよく も、内容がよくない）のばあいが多いようだ。
それよりも非常勤講師として、薄給にあまんじながら、熱心に教育 従事しているＯＢを （たとえ乏しい業績であっても）特段の配慮によっ














































































































ている。訳稿を提出し、夜中にふと目がさめたとき、いろいろ気にかゝる箇所が出てき という ほ に「姉さん（清の妻・喜美子のこと）の思ひ
（74）039
出」 「幼き者の為に」などのエッセイ、兄・清の哲学について書いた未発表原稿が龍野市のかじょう館にある。未見。
（
15） 「あの男（三木のこと）は、うつかりすると増長したり、慢心したりしますから、上からおさへつゝ引立てる事が必要でせう。…」 （石原
　
謙けん
宛波多
野書簡
―
大正
14・２・３付） 。石原
　
謙（一八八二～一九七六、明治から昭和期のキリスト教史学者）は、当時東北帝大教授。
（
16）河野興一「和辻さんの心遣ひ」 『三木
　
清全集
　
第
10巻
　
月報』所収、昭和
42・７。
（
17）梯
　
明秀「三木さんと、私の学生時代」 『三木
　
清全集
　
第３巻
　
月報』所収、昭和
41。
12。
（
18）右におなじ。
（
19）谷川徹三著『自伝抄』中央公論社、昭和
62・４、五〇頁。
（
20）日本大学の非常勤の口は、
円つぶら
谷や
　
弘ひろし
（一八八八～一九四九、日大法学部をへて京大文学部哲学科の選科生となった）の世話によるもので、はじめ工
学部でドイツ語と英語をおしえた。
（
21）文化学院は、西村伊作（一八八四～一九六三、大正・昭和期の教育家、反戦と不敬罪で検挙された）によって、大正十年（一九二一）御茶ノ水駿河台に開校したもの。この学校は国家の学校令によらない、自由で独創的な、こぢんまりとした学校である。当時の一流の学者や芸術家らがおしえた。
（
22） 「対談
　
田中美知太郎（京大名誉教授）上山春平（第㊼巻責任編集者）
―
西田哲学の意味」 『日本の名著
　
第
47巻
　
付録
　
15』所収、中央公論社、昭和
45・８。
（
23）注（
10）の二六頁。
（
24） 『法政大学新聞』昭和
30・
10・
25付。
（
25） 「大学検討座談会」 『文芸春秋』第
13年第５号所収、大正
10・５。
（
26） 「ファシズムに抵抗
　
守りぬいた学問の自由」 『法政大学新聞』所収、昭和
23・
11・１。
（
27）松本穎
ひで
樹き
著『防諜論』三省堂、昭和
17・２、一五頁。
（
28） 『日本大百科全書
　
24』小学館、昭和
63・
11。四八〇頁。
